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福岡教育 大　○沖田卓雄　　 堀　 康二

目的： 食餌たん白質は血中コレステロール(.CHOL) 濃度に影響を及ぼす。 大豆たん｡白質（

S P  I ) 投与群では低値を示し、 カゼイン(  C  A  ) 群では高値を示すことがウサギ、ラッ

ト、ヒトで観察されているが、 実験条件の違いなどからその効果は多 様性を示すので不明

な点が多い。 著者らは昨年および一昨年の本大会でS  P  I のその効果は食餌脂肪レベルに

強く影響されることを報告し た。 一方、 食餌たん白質レベ ルも降CHOL 作用には影響するの

でｏ、 食餌脂肪レベ ルおよび たん白質レベルは相互に影響を及ぼし合うと考えら れるが、

この点に関する詳細な研究は少ない。 そこで今回食餌脂肪レベルとたん白質レベ ルのS  P

Ｉ の降コ レステロ ール効果に及ぼす相互作用についてラットを用いて検討し た。 またその

作用機構を明らかにする目的で降CHOL 作用と糞へのステロイド排泄量との関係について併

せて検討し た。

実験方法： 実験動物は6  週齢のウィスター系雄ラヅトを用い、３０日間飼育し た。 実験群

は、 たん白質レベルを1  5 また｡は3  0 ％、 脂肪レベル（ コーン油 ）を１または1  0  % とし、

それぞれたん白質源としてS  P I とC  A を用いた8 群とし た。

結果： 血漿CHOL 濃度はS  P  I 群がいずれの食餌タンパク質レベルおよび脂肪レベ ルでも低

い傾向であった。食 餌たん白質レベ ルが1  5  % で４、S  P  I の降CHOL 作用は脂肪レベルの

影響を受けなかっ たが、3  0  % では、 影響を受け、 その効果は減少し、 すな わち脂肪レベ

ルが降CHOL 作用を阻害した。糞への中性ステロイドおよび胆汁酸排泄量とS  P  I の降CHOL

作用には関連性は認められなかった。 すな わちS  P I の血漿CHOL 濃度降下作用機構にはス

テロ イド 排泄増加が主因ではないと考えられた。
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（ 目 的 ） 血 漿 コ レ ス テ ロ ー ル(  Ch o 1 ） 濃 度 は 摂 取 タ ン パ ク 質 の 違 い で 異 な る 応 答 を 示 し 、 そ の。

原 因 の 一 つ に 摂 取 タ ン パ ク 質 の ア ミ ノ 酸 組 成 が 考 え ら れ て い る 。 こ れ ら の 観 点 か ら 、 カ ゼ イ ン

を タ ン パ ク 質 源 と し メ チ オ ニ ン（Met) を 添 加 し 血 漿Choi 濃 度 の 変 動 に つ い て 多 く 検 討 さ れ て

い る 。 し か し 、 そ の 結 果 に つ い て は 必 ず し も 一 致 し た 知 見 は 得 ら れ て い な い 。 そ･こ で 、 本 研 究

は カ ゼ イ ン 含 量 の 異 な る 飼 料 （10 ％ と25 ％ ） に Ｍ e tを 添 加 し 、 血 漿Choi 濃 度 と 血 漿 お よ び 肝 臓

の 遊 離 ア ミ ノ 酸 濃 度 の 変 動 に つ い て 検 討 し た 。

（ 方 法 ） 実 験 動 物 に は ４ 週 齢 で 体 重 約1008 のD  0 n r y ≪系 雄 ラ ッ ト を 各 群 ５ 頭 用 い た 。 実 験 １ は10

％ カ ゼ イ ン 食を 対 照 群 と し 、 Ｍ et添 加 群 、Chol 添 加 群 、 Ｍ e tとCho  1添 加 群 の ４ 群 、 実 験 ２ は25

%  カ ゼ イ ン 食 を 対 照 群 と し 、 Ｍ e t添 加 群 、Chol 添 加 群 、M e  tとCho  l添 加 群 の ４ 群 を そ れ ぞ れ 設

け た 。 飼 料 と 水 は 自 由 に 摂 取 さ せ ３ 週 間 飼 育 し 、 血 漿 と 肝 臓 の 脂 質 成 分 と 遊 離 ア ミ ノ 酸 濃 度 を

測 定 し た 。

（ 結 果)    M et添 加 に よ る 成 長 は 、10 ％ カ ゼ イ ン 食 の 場 合Chol 添 加 の 有 無 に 関 係 な く 改 善 さ れ た

が 、25 ％ カ ゼ イ ン 食 へ の Ｍ e t添 加 に よ る 変 動 は な か っ｡だ 。Choi 非 添 加10 ％ カ ゼ イ ン 食 と25 ％ カ

ゼ イ ン 食 、Ch ・l添 加25 ％ カ ゼ イ ン 食 へ のM  et 添 加 に よ る 血 漿Choi 濃 度 の 変 動 は な か っ た 。 し か

し 、Cho  I添 加10 ％ カ ゼ イ ン 食 へ のU  et 添 加 で 血 漿Choi 濃 度 の 上 昇 は 顕 著 に 抑 制 さ れ た 。lO ％ カ

ゼ-i ン 食 にChol 添 加 に よ り 必 須 ア ミ ノm 総 量 は 滅 少 し 、 と く に ス レ オ ニ ン 濃 度 の 減 少 が 顕 著 で

あ っ た 。 ま た 、 Ｍ et添 加 で も ス レ オ ニ ン 濃 度 は 減 少 し 、 タ ウ リ ン 濃 度 が 増 加 し た 。25 ％ カ ゼ イ

ン 食 の 場 合 、 Ｍ etやChol 添 加 に よ る 血 漿 遊 離 ア ミ ノ 酸 の 変 動 は 認 め な か っ た 。 肝 臓 遊 離 ア ミ ノ

酸 は10 ％ ま た は25 ％ カ ゼ イ ン 食 にMet やc  h 01 添 加 に よ る 変 動 は 少 な か っ た 。
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